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新役員紹介 一斉改選に伴う、北九州市民生委員児童委員協議会の新役員をご紹介します。

北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
小
倉
北
区
）

会
　
長
　
中
杉
　
長
男

会
長
就
任 

ご
挨
拶

　

令
和
７
年
12
月
1
日
の
一
斉
改
選
後
、
北
九
州
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
会
長
に
引
続
き
就
任
い
た
し
ま
し
た
中
杉
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
ま
で
と
同
様
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
三
年
間
、
皆
様
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
増
進
と

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、

そ
し
て
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
一
層
、
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て

の
世
代
が
支
え
合
い
、
誰
も
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
包
括
的
な
支
援
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
日
頃
か
ら

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
、
支
援
の
必
要
な
人
に
寄
り
添
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
代
や
立
場
を
超
え
て
人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
築
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
〝
支
え
ら
れ
、

ま
た
支
え
る
〞
関
係
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
と
と
も
に
地
域
の
課
題
に
寄
り
添
い
、『
誰
も
が
笑

顔
で
、
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
』
に
向
け
、
活

動
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和７年度　一斉改選　民生委員・児童委員配置状況（令和７年12月１日現在）（単位：人）

近年の一斉改選の状況

※平均年齢　65.8 歳（世帯担当委員：68.2 歳、主任児童委員 53.9 歳）

筆頭副会長
（戸畑区）
幾島 登志雄

副会長
（門司区）
小島 有然

副会長
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野中 悦子
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小倉南（24）
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321
302
138
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386
114
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69
93
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71
23
393
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65
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5
2
2
0
3
3
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1,486

区（地区数） 定数
世帯担当委員配置数 主任児童委員配置数
男 女 計 男 女 計

H28
R１
R４
R７

1,582
1,591
1,593
1,593

1,541
1,527
1,512
1,486

97.4
96.0
94.9
93.3

133
133
133
133

一斉改選年 定数（人） 配置数（人） 充足率（％） 地区数（地区）

合　　計
男 女 計



♪第43回リレーエッセイ

次回は、戸畑区の民生委員・児童委員さんです。お楽しみに♥

民
生
委
員
を
続
け
て
き
て
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全国民生委員児童委員大会（北海道大会）
日程：９月４日（木）～５日（金）　場所：北海きたえーる等

　この大会は全国の民生委員・児童委員および民児協
関係者の参加により開催され、今年度は本市から民生
委員・児童委員17名と事務局が参加しました。
　大会１日目は、式典、表彰、特別講義、大会宣言、アト
ラクションが行われ、本市からは優良地区民児協とし
て若松区の古前地区、会長表彰に４名、役員表彰に４
名、功労者表彰に39名、永年勤続表彰に23名が表彰さ
れました。

　また、特別講義では、重度障害者とボランティアの交
流を描いた『こんな夜更けにバナナかよ』の作者である
フリーライターの渡辺 一史氏による講演がありまし
た。特に印象深かったエピソードとして、「タバコ介助」
に関する話が紹介され、喫煙が健康に悪いと分かって
いても、本人の意思を尊重するか、健康のために拒否す
るか。ボランティアが悩んだ末に口論となった例を通
じて、パターナリズム泫と自己決定の関係、そして本音

でぶつかり合える信頼関係の重要性が語ら
れました。
　大会２日目には、活動交流集会・シンポジ
ウムも開催され、全国各地の活動事例の紹
介と活動に関わる課題を通して、今後の活
動のヒントを学ぶ機会となりました。

１日目：式典 参加者全員での集合写真

報告報告

　

平
成
11
年
市
民
セ
ン
タ
ー
で
勤

め
て
い
た
時
「
主
任
児
童
委
員
に

な
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
子
ど

も
に
関
す
る
こ
と
だ
け
な
の
で
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な

が
ら
で
も
大
丈
夫
と
言
わ
れ
、
何

も
わ
か
ら
ず
主
任
児
童
委
員
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
八
幡
西
区
の
主
任
児
童
委
員

は
12
名
で
し
た
。
そ
の
後
24
名
に

な
り
、
今
で
は
66
名
ま
で
増
え
ま

し
た
。
活
動
も
育
児
サ
ー
ク
ル
や

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
役
割
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
の
仕
事
に
慣
れ

て
き
た
頃
、
体
調
を
悪
く
し
た
地

区
会
長
の
代
わ
り
に
会
長
と
な
り
、

15
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
主
任
児
童

委
員
だ
っ
た
仲
間
も
地
区
会
長
に

な
り
民
生
委
員
と
し
て
の
活
動
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
り
、
活
動

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

人
達
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
困
っ
て
い
る
方
の
相

談
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
も
増
え
ま

し
た
。

　

仕
事
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
ど
の
活
動
も
人
と
の

繋
が
り
を
広
げ
、
周
り
の
方
々
に

助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
自
分
が

人
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
民
生
委
員
と
し
て
楽
し
く
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八
幡
西
区
引
野
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　
野
中　
悦
子

令 和
7年度

北九州市民生委員児童委員大会
日程：10月20日（月）　場所：J:COM北九州芸術劇場　大ホール

　去る10月20日（月）、J:COM北九州芸術劇場　大
ホールにて令和７年度北九州市民生委員児童委員大会
を開催しました。今大会は、八幡西区が当番区として、
大会の進行や会場設営、誘導等を行い、市内から多くの
民生委員が参加しました。
　第１部の式典では、大庭副市長および村上副議長か
ら、日頃の活動に対する感謝の言葉をいただきました。
その後、表彰においては受賞者388名と１地区を代表し

て、全国民生委員児童委員連合会会長表彰を受賞した
馬場芳子氏（八幡西区陣山地区）が代表謝辞を述べまし
た。
　続く第２部では、認定特定非営利活動法人 スチュー
デント・サポート・フェイスの谷口仁史代表理事を講師
にお招きし、「『どんな境遇の子どもも見捨てない！』ア
ウトリーチと重層的な支援ネットワークを活用した多
面的アプローチ ～社会的孤立・排除を生まない支援体
制の確立に向けて～」と題し、ご講演いただきました。
　ひきこもり支援の現場で積み重ねられた経験
と、当事者に対する丁寧な向き合い方に強く共
感を覚えることができ、民生委員として 、支
援の対象者を「待つ」「見守る」姿勢
の重要性を改めて認識する機会と
なりました。式典のようす 馬場 芳子氏による代表謝辞

講師　谷口 仁史氏

報告報告 令 和
7年度

（注）…援助者が「本人のため」と判断して、本人の意思より
　　　援助者の判断を優先してしまうこと。



そ の 他 の 活 動

調　

査
・

実
態
把
握

行
事
・
事
業
・

会
議
へ
の

参
加
・
協
力

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

証
明
（
調
査

・
確
認
等
）

事　

 
 
 

務

要
保
護
児
童

の
発
見
の

通
告
・
仲
介

地
域
福
祉

活
動
・
自
主

活　

 
 
 

動

民

児

協

運
営
・
研
修

訪

問

・

連
絡
活
動

そ

の

他

訪 問 回 数

－

－

－

活 動 概 要

前任者が訪問していた、高齢者Aさん宅を訪問し、挨拶をし、近況を伺った。
地区民児協の月に１度の定例会に出席した。
自治会主催の新年会に民生委員として出席した。

3

　
「
民
児
協
だ
よ
り
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
号
の
発
行
で
３
年
間
の
活
動
が
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
２
頁
〜
４
頁
の
寄
稿
者
等
の
役
職
は
、
一
斉
改
選
前

の
も
の
で
す
。

広
報
委
員（
小
倉
北
区
）

秋
田　
佳
代
子

編
集
後
記

特集特集

中堅民生委員・児童委員研修会
日程：令和７年10月29日（水）　場所：ウェルとばた３階　中ホール

　中堅民生委員・児童委員としての役割や、
対人支援等の方法を学ぶことを目的とした
研修会を就任２期目の民生委員・児童委員
を対象に開催しました。
　今回は、約70名の委員の参加があり、「民
生委員・児童委員の対人支援における考え
方とその方法」と題し、昨年に引き続き、九
州大谷短期大学 幼児教育学科 教授の中村
先生にご講演をいただきました。
　100分の講義の中で、住み慣れたまちで

安心して暮らしていくためには、民生委員・
児童委員だけが抱え込むのではなく、地域
住民がみんなで支え合うことが重要である
と熱く話され、参加者が勇気づけられる有
意義な研修会と
なりました。

報告報告 令 和
7年度

九州大谷短期大学
教授
中村　秀一 氏

　民生委員・児童委員に配付されている「活動記録」
について、多くの新任委員も迎えた今、その意義と
記入の方法について、まとめました。
　ベテラン委員の方も、改めて確認いただければと
思います。今回は相談・支援以外の事例を挙げてみ
ました。

●活動記録はどんなことに役立っている？
　　活動を記録し、自らの活動を定期的に振り返る
ことで、支援の参考とするとともに、以後の活動
へと役立てることができます。
　　全国の約23万人の活動記録は、集計・分析され、

活動の現状を明らかにするとともに、国民の生活
課題の動向を踏まえ、各種福祉政策の企画・立案
に役立っています。

●記入上の留意点（ポイント）
１　民生委員・児童委員として活動した内容を記録
しましょう。

２　できる限り、活動した日に記録しましょう。
３　記入の判断に迷う場合は、他の委員や民児協会
長に相談してみましょう。

４　支援を必要としている人の詳細な記録は福祉
台帳（世帯表）を活用しましょう。

民児協以外が実施する行事・会議
などに、民生委員として参加する場合

見守り、声かけなどのため
訪問し、会えた場合は（7）
不在の場合や、その他の
訪問は（8）

民児協の行事・会議
などに、参加する場合

民生委員として活動したことを日記のようにご記入ください実 際 の 記 入例

～活動記録の書き方❶～

・ ・



　

令
和
7
年
10
月
に
、
東
戸
畑
地
区
敬
老

会
が
戸
畑
中
央
小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
敬
老
会
招
待
状
を

持
っ
て
受
付
へ
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
大
活
躍

す
る
の
が
小
中
学
生
14
名
の
『
東
戸
畑
子
ど

も
民
生
委
員
』
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
敬
老
会

を
楽
し
み
に
来
場
さ
れ
た
方
々
の
手
荷
物
を

運
び
、
席
ま
で
ご
案
内
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
案
内
し
ま
す
。

終
了
後
は
笑
顔
で
お
見
送
り
し
て
、
会
場
の

片
付
け
ま
で
大
活
躍
で
し
た
。

　

東
戸
畑
地
区
で
は
『
子
ど
も
民
生
委
員
』

が
、
未
来
の
地
域
作
り
の
担
い
手
と
し
て

活
動
を
広
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
令
和
2
年
度
に
8
名
の
小
学
生
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、
地
区
会
長
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
活
動

へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。
今
で
は
14

名
に
増
え
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
継
続
し

て
参
加
す
る
な
ど
、
活
動
の
輪
は
着
実
に

地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
が

福
祉
活
動
や
地
域
行
事
へ
参
加
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
多
世
代
の
方
々
と
交
流
し
、
思
い
や
り

あ
る
地
域
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
活
動
を
ひ
ろ
げ
、
消
防

署
の
救
命
講
習
や
福
祉
勉
強
会
で
知
識
を

深
め
て
い
ま
す
。
定
番
と
な
っ
て
き
た
夏

祭
り
や
敬
老
会
は
企
画
や
運
営
に
携
わ
り
、

自
分
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
何
か
？

を
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
を
続
け
る
中
で
子
ど
も
た
ち
の
成

長
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
姿
に
心
を
動
か
さ

れ
た
保
護
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
協
力
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
し
て
、
人
と
人
が
繋
が

り
、
地
域
活
動
に
多
世
代
の
方
々
が
お
互

い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
広
が
っ
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
視
点
と
行

動
力
が
世
代
と
世
代
を
つ
な
ぎ
、
東
戸
畑

地
区
の
未
来
を
よ
り
温
か
く
豊
か
な
も
の

に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
全

体
で
こ
の
素
晴
ら
し
い
活
動
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

未
来
の
担
い
手
を
地
域
で

育
む「
子
ど
も
民
生
委
員
」

地
域
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ

戸
畑
区
東
戸
畑
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
会
長　

片
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民
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委
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協
議
会

主
任
児
童
委
員　

池
田　
陽
子

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
活
動
を
始
め
て

か
ら
二
期
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

一
期
目
は
の
び
の
び
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
入

学
説
明
会
・
学
校
行
事
の
参
加
等
で
子
育
て

家
庭
に
主
任
児
童
委
員
を
知
っ
て
も
ら
う
活

動
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

二
期
目
と
な
っ
た
今
は
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
、
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
活
動

を
意
識
し
ま
し
た
。

　

特
に
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
子
育
て
支
援
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
も
激
減
し
、
学
校
行
事
に
も
参
加
出
来
な

い
様
に
な
り
、
主
任
児
童
委
員
部
会
の
学
習

会
で
情
報
交
換
を
す
る
中
で
、「
安
心
し
て
集

ま
れ
る
場
が
必
要
だ
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
頃
、
元
々
私
の

地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
な

か
っ
た
事
も
あ
り
、
地
域
で
親
子
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
を
作
ろ
う
と
、
民
生
委
員
・
主

任
児
童
委
員
・
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
・
市
民

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
で
は
親
子
で
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
簡
単
な
工
作
を
楽
し
ん
だ
り
、
保

護
者
同
士
で
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
話
し

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
数
組
の
参
加
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
口
コ
ミ
や
チ
ラ
シ

等
で
広
が
り
、
今
で
は
「
地
域
で
知
り
合
い

が
で
き
て
心
強
い
」「
こ
こ
に
来
る
と
気
持

ち
が
楽
に
な
る
」
と
い
っ
た
声
を
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
改
め
て
感
じ
る
の

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
環

境
は
大
人
同
士
の
支
え
合
い
か
ら
生
ま
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
と
そ
の

家
庭
を
温
か
く

見
守
る
居
場
所

づ
く
り
を
心
が

け
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に

歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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活動最前線

民
生
委
員
の

Ｑ
＆
Ａ

Q　
活
動
記
録
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
、も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
の
で
す
が
…

A　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
や
制
度
に
関
わ
る
参
考
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も「
活
動
記
録
記
入
の
手
引
き
」に
は
、具
体
的

な
記
入
方
法
や
留
意
点
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
資
料
を
ご
覧
に
な
る
際
は
、
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
機
関
紙「
ひ
ろ
ば
」の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

案内状をもって訪問♪

座席案内のようす

主任児童委員部会 子育てサークル クリスマス会


